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１．ＭＴ４とは 

ＭＴ４とは、キプロス共和国に本社を置く  

MetaQuotes Software社 

（メタクオーツソフトウェア社、以下メタ社） という 

ソフトウェア開発会社が開発したＦＸ取引プラットフォーム

です。メタ社は世界各国に支社を持ち、 

東京にも株式会社メタクオーツ・ソフトウェア・ジャパンという 



関連会社があります。 

 

ＭＴ４は世界中で高い評価を得た、 

最も人気のあるＦＸ取引プラットフォームです。 

 

また、２０１１年にＭＴ５という新プラットフォームが 

リリースされており、こちらは株式取引への 

対応や機能性等の向上を図った製品となっていますが、 

ＭＴ４は引き続きアップデートされており、 

ＦＸトレードソフトとしては未だに大きなシェアを 

有しています。 

 

実際、プロトレーダーも使用を続けるＭＴ４が 

ＦＸトレードソフトとして今なお主流であり、 

ＭＴ５への変更は今後も見込まれないのが 

正直なところだと思います。 

 

ＭＴ４はスマートフォンにも対応しており、 



iOSとAndroid の両方に対応しています。 

 

しかしＭＴ４はＭａｃには対応しておらず、 

Ｍａｃ利用者はＦＸ業者が独自にＭａｃでも利用できるよう

に準備しているか否かがチェックポイントになります。 

 

ＭＴ４のダウンロードについて 

 

ＭＴ４のダウンロードは先に述べた開発元の 

メタ社のホームページ等ではなく、 

海外ＦＸ業者のホームページからになります。 

 

どこの業者を使うかによって手順が変わりますので、  

業者の案内に従ってダウンロードしてください。 

 

ほとんどの業者はダウンロードから 

インストールまで５分程で完了します。 

 



ＭＴ４の“ダウンロード”は口座開設を 

行わなくても可能ですが、 

 

・ログインＩＤ 

・パスワード 

・サーバー名 

上記３つをＦＸ業者より取得し、 

ログインしなければチャート（気配値）は動きません。 

 

これはリアル口座でなくともデモ口座でも可能なので、 

とりあえずＭＴ４の操作練習がしたい、 

といった方にはデモ口座を作成して試してみては如何でしょうか。 

 

初期画面の見方 

 

① メニューバー 

②ツールバー 

③気配値表示ウィンドウ 



④ナビゲーターウィンドウ 

⑤データウィンドウ 

⑥テスターウィンドウ 

⑦ターミナルウィンドウ 

⑧チャートウィンドウ 

 

複数のメニューやウィンドウがありますが、 

常時表示させておくウィンドウや、 

必要に応じて開くウィンドウがあります。 

 

最初からすべてを覚える必要はありません。 

 

使っていればなんとなく覚えていくので 

徐々に慣れていきましょう。 



初期設定の編集 

 

まず初期画面から、 

 

④ナビゲーターウィンドウ、⑤データウィンドウ、 

⑥テスターウィンドウ、⑧チャートウィンドウを 

各ウィンドウ右上にある［×］ボタンで消し、 

以下の画面を表示してください。 



 

 

①メニューバー 

② ツールバー 

③気配値表示ウィンドウ 

⑦ターミナルウィンドウ 

以上４つが表示されている状態です。 

 

まず最初に、③気配値表示ウィンドウの編集を行います。 

デフォルトで表示されているものは 

トレードしない通貨ペアが含まれているので、 

それを削除した上で、トレードする通貨ペアを表示させます。 



なお、デフォルトで表示される通貨ペアはＭＴ４の仕様ではなく、 

ＦＸ業者によって異なるのでご注意ください。 

 

 

 

気配値表示ウィンドウ上で右クリックし、 

［スプレッド］を選択。 

一番右の画面のように［！］の列が表示されますので 

これがスプレッドとなります。（表示の例は、一番上 



USD/CHFの通貨ペアのスプレッドは7＝0.7pipsになります。 

 

 

 

次に気配値表示ウィンドウ上で右クリックし、 

［通貨ペア］を選択。 

通貨ペアリストが表示されますので、Ｄ式がおススメしている 

通貨ペアを表示し、それ以外の通貨ペアを非表示にして下さい。 



次はチャートを表示させます。 

 

チャートの表示方法は２つあります。 

 

 

【アイコンからチャートを表示す

る方法】 

① ツールバーの一番左にあるプ

ラスマークのアイコンが〔新

規チャートの作成〕アイコン

です。 

 

② ［新規チャートの作成］ア

イコンにカーソルを合わ

せて、表示させたい通貨ペ

アをクリックすると、チャ

ートが表示されます。 

 



【気配値からドラッグ＆ド

ロップする方法】 

 

気配値からチャートを表示させたい 

通貨ペアにカーソルを合わせて、 

ドラッグ＆ドロップすると、チャートが表示されます。 

 

どちらでも新規チャートを開くことができますので、 

お好みの方法で開いてください。 

 

なお、一度開いたチャート画面に別の通貨ペアを 

表示させたい場合、表示させたい通貨ペアに 

カーソルを合わせて、チャート画面上に 

ドラッグ＆ドロップすれば表示を切り替える事が出来ます。 

 



 

 

初期設定のチャートは上画像のようにシンプルな 

バーチャートが表示されますので、 

これを編集します。 

 

 

 

 

 

 

 



チャート画面上で右クリック、［プロパティ］を選択、 

 

［色の設定］タブでお好みの色に設定し、 

［全般］タブで［チャートの右端移動］、［ロウソク足］、［出 

来高を表示］にチェックを入れOKボタンを押します。 

 

 

次にツールバーにあるズームイン（アウト）アイコンを 

クリックし、見やすくなるよう調整します。 

 

次はチャート画面に移動平均線を表示して頂きます。 

 

多くのトレーダーがデフォルトとして表示しているので、 

表示の仕方としてご案内しておきます。 



 

 

メニューバー［挿入］→［インディケータ］→［トレンド］ 

 

→［Moving Average］をクリックし、 

以下画面を表示させます。 

 

 

 

 

 

 

 

 



［期間］の欄に好みの数字（日数）を入力し、色を選定し

た後、OKボタンをクリックすると表示されます。 

 

仮に、短期線、中期線、長期線と３本引く場合は同じ作業

を３回繰り返す事になります。 

 

 

次 に チ ャ ー ト 画

面 上 で 右クリック

し、［ワンクリック

トレード］ を選び、

下画像の機能をチャ

ー ト 画 面 に 表 示

させます。 

 

 



このワンクリックトレード機能は、□に任意のロット数を 

入力し、SELL もしくは BUY のボタンをクリックするだけ

で、即座に成行注文を行うためのものです。 

 

ワンクリックトレード機能は 

表示するだけでは使えません。 

ＭＴ４の設定で有効にする必要があります。 

 

 



メニューバーの［ツール］から［オプション］をクリックし、 

オプションウィンドウを表示させます。 

 

［取引］にタブを合わせ、［ワンクリック取引］に 

チェックを入れてＯＫボタンを押します。 

 

これでワンクリックトレードが有効となりました。 

 

なお、このワンクリック取引のチェック作業は 

ＭＴ４を立ち上げる度に行う必要があります。 

 

注文確認を行わないワンクリック取引を行うために、 

ＭＴ４側が毎回確認と承認を得るという意味が 

あると思われます。 

 

 



 

このような画面になりましたか？ 

 

それではここまでの作業を『保存』しましょう。 

 

保存を行うことで新たなチャート画面に即座に設定を

反映させることができます。 

 

 



 

 

設定の保存を行いたいチャート画面上で右クリック、 

「定型チャート」を選び、［定型として保存］をクリック

すると右画面が出てきますので、 

ファイル名に任意の名称を入力し 

保存ボタンをクリックしてください。 



 

 

保存を行うと定型チャートの欄に保存したファイルが 

反映されますので、新たなチャート上で選択すれば、 

保存した設定が即座に反映されます。 

 

 

 

 



売買 

 

最後にトレードする際に使用する機能を説明します。 

 

・初回エントリー時 

 

ワンクリックトレード機能一択となります。 

 

□にロット数を入力し［ＳＥＬＬ］もしくは［ＢＵＹ］を

クリックするだけです。 

 

・ポジション増加時 

 

ポジションを増やす時は２つの方法があります。 

 



１．ワンクリックトレードを利用する。 

 

２．注文予約する。 

 

 

ツールバーの新規注文］をクリックすると以下の 

注文画面が表示されます。 

 

なお国内業者のトレードソフトに慣れている方からすと、 

ＭＴ４の新規注文画面は少々わかりにくい部分が 

ありますので、注文予約をしたい方は、誤発注を避けるために

もしっかり確認しておいてください。 



 

 

① 最初に通貨ペアを選びます。 

チャート画面に表示されている 

通貨ペアがデフォルトで反映しているので、 

間違いがないか確認してください。 

 

② 次に注文種別です。［成行注文（ストリーミング注文）］と 

［指値注文］が選べますので、 

指値注文を選択して下さい。 

 

③数量（ロット数）を入力します。 

③ 注文種別を選びます。 

 



Limit＝指値注文  Stop＝逆指値注文 

Buy Limit：下がったら買いSell Limit：上がったら

売りBuy Stop：上がったら買いSell Stop：下がった

ら売り 

 

⑤エントリー価格を入力します。 

⑥利確ポイントを入力します。 

⑦損切ポイントを入力します。 

 

特に④の注文種別がややこしいのではないでしょうか。 

 

なお、⑥・⑦の両方に金額を入れずに発注する事もできますし、 

どちらか一方にだけ金額を入れればＩＦＤ注文、両方に金額を 

入れればＩＦＯ注文となります。 

 

すでにポジションを持っており、 

利確および損切の決済ポイントを入れていない場合でも、 



後から注文を変更する事ができます。（ＯＣＯ注文） 

 

・決済時 

 

エントリーシグナルが出て、手動でポジションを決済する場

合も２つのやり方があります。 

 

上図はターミナルウィンドウを切り取ったものです。 

 

保有するポジションは 

全てターミナルウィンドウに表示されます。  

 

決済したいポジションを選び、 

ダブルクリックすると以下の画面が出てきます。 

 

 



 

 

□成行決済をクリックすると、 

そのポジションは即座に決済されます。 

 

ここで注文種別を［注文の変更または取消］を選ぶと 

以下の画面に切り替わります。 

 



□ここに金額を入れれば利確、損切ポイントを 

発注する事が出来ます。（OCO注文） 

 

ＭＴ４初心者が不意に押してしまう 

危険なボタンがあります。 

 

 

 

 

この保有ポジションバーの右端にある 

［×］ボタンです。 

これはそのポジションを一発で成行決済してしまう 



ボタンであり、初心者が誤って押してしまうといった 

危険があります。好奇心で押さないようにしましょう。 

 

これは先ほどの決済画面を表示させることなく 

決済できてしまう機能なので、非常にスピーディーに 

ポジションを整理できます。 

 

 

本マニュアルは、MT4を初めて使う方スムーズに導入・設定

できるよう作成された一般的なガイドです。 

実際のトレードはリスクを伴いますので、 

十分に理解した上で行ってください。 

 


